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 このジャーナルはもともと協会内部向けのものでしたが、数年前から、少しでもバイオテクノロジーに、ご関心のあり

そうな方々に向けても配信を始めております。ご興味の無い方は配信不要の旨、そのまま、返信してお知らせください。 

 

１） 昨日・今日・明日 

 

前回も書きましたが、奥山先生のご逝去から 1 年となりました。そして、筆者（檜山）が突如理

事長をお引き受けすることとなり、早や 1 年経ちました。これまで、この項では、先生が様々な

分野にわたり、次から次へと溢れる蘊蓄を毎回披露されて居られました。奥山先生亡きあと出来

るだけ先生のご遺志を継ぎバイオテクノロジー標準化支援協会（SABS)を続け発展させて行こ

うと定例会では会員の方々が毎回次々とそれぞれの方々がご専門の蘊蓄を傾けることで少しで

も先生のご遺志を継ぎ会員各位の親睦と勉強の一助となるよう努めてまいりました。 

 

前回第 74 回定例会（5 月 27 日）は、その 10 日ほど前に筆者が毛虫に刺され、なぜか重症化

（？）して入院となってしまい、やむなく欠席となり、皆さまに大変ご迷惑をおかけしました。

お陰さまで先週ようやく２週間以上の入院（ほとんど検査に次ぐ検査の毎日で結局大した治療

はうけなかったのですが）から解放され、その後リハビリに努め、6 月 14 日現在ほぼ完治した

ようです。 

 

幸い、5 月 27 日は、荒尾さん他のスタッフのお陰で 10 人の参加を頂き、2 月の定例会でハイド

ロキシアパタイトの話しをして下さった若手の現役 HOYA Technosurgical の小林伸太郎さんに

「抗体医薬」を中心にハイドロキシアパタイトのお話の続きをお話し頂きました。 

抗体医薬とはどのような医薬かのお話から始まり、その歴史、今までの医薬の主流である合成化

合物と新しい抗体医薬との市場のバランスを含めた世界の市場状況、製造方法およびその問題

点、また次世代の抗体医薬はどのようなものか、また世界的に遅れを取った国内の製薬会社がど

のような戦略でこれからやっていくのか等々のお話に始まり、演者の会社の開発した新型アパ

タイトビーズを使った抗体の精製法など大変興味あるお話だったようで、聞けなかったことは

筆者にとって誠に残念でした。 

 

次回の第 75 回定例会（6 月 24 日）は、昨年第 69 回定例会（12 月 11 日）に「“みどりの香り”

の研究」という題でお話して頂いた山口大学名誉教授畑中顕和先生に昨年のお話の続きという

ことで再びお話頂くこととなりました。畑中先生は奥山典生先生の中学・高校の同窓生で奥山先
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生は何度もご講演を依頼されたとのことですが、遂に先生のご存命中に実現できなかったこと

は前回にもご紹介いたしました。 

先生は昨年植物の多彩な二次代謝のお話しをされました。先生の業績は実に膨大でこれまで様々

な代謝経路を解明されて来られました。そして最近は最終産物の香り物質がどのように人間に

影響するか、それも良い意味での影響特に脳に対しての影響についての研究をされていて現在

も継続されているとのお話でした。実はこの部分は前回時間の関係で触れられず、いずれ詳しく

お話頂くよう我々からお願いし、ようやく今回実現されることとなったわけです。 

今回、「立体化学構造と生理活性」という題でお話しされます。みどりの香りとヒトの官能/心

理・生理というお話とみどりの香りの害虫防御因子、更にはまたブテナント（ノーベル化学賞受

賞）の Sex pheromone などのお話もされるとのことです。 

 

畑中先生は、これまでスエーデンのノーベル財団での招待講演もされるなど、ノーベル賞に近い

かもと思わせる素晴らしいお話になると大いに期待して居ります。 

 

先生のご略歴は以下の通りです。 

 

1962 年 京都大学 大学院・農学研究科博士課程・農芸化学専攻修了（農学博士）、京都大学（化

学研究所） 助手 65 年コ－ネル大学・博士研究員、68 年山口大学農学部に赴任、72 年 同教授 

88 年 山口大学 評議員。 94 年 山口大学を定年退官されるまで、鳥取大学大学院農学研究科教

授併任、 京都大学大学院農学研究科非常勤講師、ミュンヘン工科大学 客員教授を経て、2001

年まで東亜大学 教授。現在山口大学名誉教授、みどりの香りのノ－ブルフォ－ラム研究会代表。 

受賞歴： 1968 年日本農芸化学会賞 (奨励賞) 「青葉アルコ－ル反応に関する研究」；1993 年 日

本農学学会賞「植物起源の“みどりの香り”の発現と生理的意義の解明に関する研究」；1983 年

中国文化賞（学術賞）； 1993 年読売農学賞 

 

先生の書かれた要旨（PDF）を添付します。 

 

 

＊＊       ＊＊       ＊＊ 

 

 

 

 



２） 第 75 回定例会のおしらせ。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

バイオテクノロジー標準化支援協会 第 75 回 定例会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

日時： 2016 年 6 月 24 日(金) 14 時 00 分 - 16 時 00 分 

場所： 八雲クラブ（首都大学東京同窓会） 

演題： 「立体化学構造と生理活性」 

演者： 山口大学名誉教授畑中顕和先生 

参加費：無料 

八雲クラブへの道順：  

渋谷駅から井の頭通りの坂を東急ハンズ目指して上り、ハンズ建物を過ぎ交差点角を右に

回って直ぐまた右に曲がるとハンズ裏搬入口になります。その隣の建物がニュー渋谷コー

ポラスです。入口奥のエレベーターで 10階に上がり直ぐ右隣です（添付地図参照、赤丸印）。 

 

＊＊       ＊＊       ＊＊ 

定例会は会員でも会員でなくても自由に出席して、自由に発言出来ます。友人同士誘い合わせ

てご出席ください。出席するのが面倒な方はメールでご意見をお寄せください。お待ちして居り

ます。またぜひ「昨日・今日・明日」にもご投稿ください。内容・字数は自由です。 

また話題提供も大歓迎です。時間は 2 時間程度ですが短くても長くても（この場合は 2 回以

上に分けますが）また内容も自由です。ぜひ皆さまのご参加を歓迎します。 

＊＊       ＊＊       ＊＊ 



ホームページ  <http://www.sabsnpo.org> に e-library のリストがあります。会員の方はそ

の中からご希望のものをご指摘ください。 

 

① 配信停止・中止希望の方、② 配信先等、登録情報変更希望の方、③ バイオテクノロジー標

準化支援協会に新規会員登録を希望される方は、このメールに返信して、その旨お知らせくださ

い。こちらよりご連絡差し上げます。 

  

ウエブサイトに関するご意見もぜひお寄せください。 

 

バイオテクノロジー標準化支援協会 NPO 

〒173-0005 東京都板橋区仲宿 44－2 

E-mail： sabs.elibraly.i@gmail.com 

URL： http://www.sabsnpo.org. 

 

http://www.sabsnpo.org/
javascript:%20mailViewer.compose(%22sabs.elibraly.i%40gmail.com%22);
http://www.sabsnpo.org./



